
～おしらせ～ 

１１月１２日から２５日は、 

「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。 

 この運動は、県、男女共同参画推進連携会議、関係団体、有識
者等との連携、協力の下、社会の意識啓発等、配偶者等からの暴
力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシュア
ルハラスメント等の暴力の問題に関する取組を一層強化するととも
に、人権の尊重のための意識啓発や教育の充実を図ることを目的と
するものです。  

DVは、相談することが、解決への第一歩です。 

暴力は決して許されるものではありません。 

ひとりで悩まずに相談してください。 

登録番号 成協25-020 

※さざなみは、市役所、各支所、公民館、図書館、保健福祉館、公津の杜コミュニティセンター、三里塚コミュニティセンター、 
男女共同参画センターに配架しています。また、市のホームページでもご覧いただけます。  

●女性のための総合相談 
火曜日から日曜日 午前9時30分〜午後4時 

電話相談：04-7140-8605 

(祝日、月曜祝日の翌日火曜日、年末年始、臨時休館
日を除く) 

●男性のための総合相談 
毎週火・水曜日 午後４時～午後８時 

      土曜日 午後0時30分～午後4時30分 

電話相談：043-308-3421 

(祝日、月曜祝日の翌日火曜日、年末年始、臨時休館
日を除く) 

千葉県男女共同参画センター 

毎週木曜日専門の女性相談員によるカウンセリング 

午前10時〜正午 午後1時〜午後4時(祝日を除く) 

(予約制 成田市市民協働課0476-20-1507へ) 

女性のための相談 

電話相談：043-206-8002（365日24時間） 

面接相談(予約制) ：平日午前9時〜午後5時 

千葉県女性サポートセンター 

平日午前８時３０分〜午後5時１５分 

電話相談：0570-003-110（自動音声に従い、１番

を入力すると、女性の人権問題に関する相談ができま

す） 

みんなの人権１１０番 

各種相談窓口 

                    知っていますか？ は身体への暴力だけではないことを 

 
 ドメスティックバイオレンス（DV)とは、男性、女性に関わらず、配偶者や恋人などから受ける暴力や支配的な行動のこと
を言います。DVには次のような様々な行為が挙げられます。 

 〇身体的暴力・・・殴る、蹴る、つねる、物を投げつける、刃物で脅すなど  

 〇精神的暴力・・・SNSや行動を監視する、無視する、大声で怒鳴る、生活費を渡さない、携帯電話を勝手に見るなど 

 相手からの支配が続くと、「暴力を受けるのは、私が悪いからだ」「大したことない」「我慢すればいいんだ」など自分自
身に起きていることを正しく理解できなくなります。 
 まずは、DVに気が付き、勇気を持って誰かに話してみることから始めてみませんか。 

DV 
ラ 

男女共同参画社会をめざす情報紙 

成 田 市  
編集・発行／〒286－8585 成田市花崎町760 成田市 市民生活部 市民協働課  
℡：20-1507（直通） E-mail:kyodo@city.narita.chiba.jp 

・おしらせ 

  『女性に対する暴力をなくす運動』 

  『相談窓口』 

  『男女共同参画コラム』 

・イベントレポート 令和７年度第１回男女共同参画ワークショップ 

『避難所生活で命と健康、本当に守れます

か？ ～被災地の実情から学ぼう！ 

 高齢者・障がい者・子ども・女性などの視点から～』 
 

 
 ・イベントレポート 令和７年度 第１回男女共同参画講演会 

 「命を輝かす人間 
   ～人生１度きり、ワクワクを大事に 

     一歩ふみ出そう！～』 
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前
半
の
講
演
で
は
、阪
神
・淡

路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な

ど
、実
際
の
被
災
地
の
事
例
を
も

と
に
、災
害
時
に
お
け
る
「
地
域

の
関
係
性
の
大
切
さ
」
「
声
の
届

き
に
く
さ
」
に
つ
い
て
具
体
的
に

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、避
難

所
で
の
女
性
や
障
が
い
者
の
声
が

後
回
し
に
さ
れ
が
ち
な
現
実
や
、

普
段
生
活
を
支
え
て
い
る
女
性

の
視
点
が
災
害
対
応
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
で
、過
剰
な
責
任
感
を

抱
え
る
男
性
の
心
理
的
な
負
担
の

軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
お
話

は
、多
く
の
参
加
者
の
関
心
を
集

め
ま
し
た
。      

 

後
半
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、参
加
者
は
「
視

覚
障
害
者
」
「
聴
覚
障
害
者
」
「
乳

幼
児
」
「
外
国
人
」
な
ど
、７
つ
の

立
場
の
人
々
を
想
定
し
、災
害
時

に
困
る
こ
と
を
制
限
時
間
内
で

で
き
る
だ
け
多
く
挙
げ
て
い
き

ま
し
た
。 

 

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
真
剣
に

話
し
合
う
こ
と
で
、実
際
の
現
場

で
の
緊
張
感
を
再
現
し
な
が
ら
、

参
加
者
同
士
の
熱
気
あ
る
議
論

で
「
自
分
と
は
異
な
る
立
場
の
人

を
想
像
す
る
力
」
が
育
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。                        

 

最
後
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
困
り

ご
と
に
対
し
、地
域
に
あ
る
支
援

資
源
を
出
し
合
い
な
が
ら
、私
た

ち
が
今
で
き
る
備
え
や
頼
れ
る
存

在
を
考
え
、共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

日
常
の
延
長
線
上
に
あ
る
災
害

へ
の
備
え
を
、多
様
な
視
点
か
ら

見
直
す
学
び
の
多
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。 

  

（
武
政
推
進
員
） 

  令和7年7月12日（土）に成田市男女共同参画センターにて「令和7年度
第1回成田市男女共同参画ワークショップ」を開催しました。 
  災害大国、日本。いつ起こるか分からない災害に備えて、緊急時の避難行
動と、 プライバシーや介護、育児、防犯などの視点から、一人ひとりを大切に
した避難生活について学びました。 
 

～被災地の実情から学ぼう！高齢者・障がい者・子ども・女性などの視点から～ 

第１回男女共同参画ワークショップ 

講師 ： 浅野 幸子
あ さ の  さ ち こ

 さん 

（減災と男女共同参画  

研修推進センター 共同代表） 

   阪神淡路大震災の被災地で４年間

支援活動をしたことを契機に、防災に

取り組み、東日本大震災においても、

女性支援に尽力。  

  各地で防災に関する講演や研修を行

いながら、国や自治体の防災政策やガ

イドラインの策定にも携わっている。 

  また、早稲田大学の地域社会と危機

管理研究所の招聘研究員でもあり、専

門は災害社会学、地域防災、災害と

ジェンダー・多様性。 

考えることが多かった。 

実技もあり、みんなと協力できた。

コミュ力の必要性がよくわかった。 

障がい者ともお互
いに話し合って、わ
かり合えて、うれし
かった。 

参加者からの

感想 

リアルな表現でより身近に

受け止めることができた。 

21名 

▲みんなで今できる備えについて話し合いました 

▲浅野さんと一緒に話し合い 

 

千
葉
真
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
は
、

テ
ー
マ
の
『
命
を
輝
か
す
人
間
』 

そ

の
ま
ま
の
輝
き
あ
ふ
れ
る
も
の
で
し

た
。 

 

ま
ず
特
徴
的
な
の
は
、千
葉
さ
ん
本

人
が
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た
め
壇
上
か

ら
降
り
て
観
客
席
に
迫
り
、動
き
回
っ

て
い
る
点
で
し
た
。演
台
の
後
ろ
に
い

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、ス
テ
ー
ジ

前
方
に
立
っ
て
話
を
し
た
り
、身
体
を

動
か
し
た
り
し
て
生
き
生
き
と
軽
快

に
動
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。  

 

講
演
で
は
、子
ど
も
の
頃
は
、バ
イ

オ
リ
ン
や
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
て
お

り
、そ
の
中
で
一
貫
し
て
、自
分
自
身

で
考
え
る
こ
と
を
身
に
つ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
お
話
で
し
た
。あ
る

時
、た
ま
た
ま
駅
伝
競
技
に
誘
わ
れ

て
、そ
の
時
に
自
分
は
輝
い
た
と
い
う

実
感
か
ら
、高
校
で
は
名
門
の
陸
上

部
に
入
部
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

し
か
し
、当
時
は
全
く
平
凡
な
選
手

で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
は
届
か
な
い
選
手

だ
っ
た
そ
う
で
す
。努
力
し
て
も
、な

か
な
か
芽
が
出
な
い
時
に
、自
ら
編
み

出
し
た
基
礎
的
反
復
訓
練
に
ス
ト
ッ

プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
使
っ
た
タ
イ
ム
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
継
続
し
て
実
行
し
た
ら
、

そ
れ
ま
で
よ
り
３
０
秒
も
タ
イ
ム
が

縮
ま
っ
て
、晴
れ
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な

れ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。 

 

平
凡
な
一
人
の
女
性
が
１
万
メ
ー

ト
ル
の
日
本
代
表
に
、さ
ら
に
マ
ラ
ソ

ン
の
代
表
に
な
っ
て
い
く
過
程
で
自
分

自
身
を
輝
か
す
方
法
と
し
て
修
得
し

た
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 

   

 

 

食
事
、睡
眠
、運
動
に
気
を
つ
け
、ま

ず
は
運
動
す
る
こ
と
を
提
唱
さ
れ
ま

し
た
。そ
こ
か
ら
、観
客
全
員
参
加
の

体
操
教
室
の
よ
う
に
な
り
、皆
さ
ん

楽
し
く
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
に
も
千
葉
さ
ん
は
サ
ー
ビ
ス

精
神
豊
か
で
世
界
陸
上
で
獲
得
し
た

銅
メ
ダ
ル
を
会
場
に
い
る
す
べ
て
の

人
に
触
ら
せ
て
く
れ
た
り
、最
後
に

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
開
催
し
、勝
っ
た

１
人
の
方
に
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ
を
お

土
産
に
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、会
場
が

静
か
に
な
る
暇
が
な
い
ほ
ど
で
し
た
。 

 

千
葉
さ
ん
は
、ど
の
瞬
間
も
本
当
に

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
て
、心
か
ら
楽

し
か
っ
た
と
思
え
る
講
演
会
で
し
た
。 

（
佐
藤
推
進
員
）     
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令和７年度 

男女共同参画講演会 

講師：千葉 真子 
ち ば  ま さ こ  

さん 
（元マラソン日本代表） 

令和7年10月４日（土）、なごみの米屋 スカイタウンホールにて、
「令和7年度 成田市男女共同参画講演会」を開催しました。 
 陸上競技の世界大会でメダルを獲得するなど活躍し、第一線を 
退いてもなお、「命を輝かせたい」と前を向き続ける「ちばちゃん」。 
 山あり谷ありの競技人生から学んだ、走る楽しさや笑顔でいられ
るヒント、マラソンと仕事・家庭の共通点などをその場でできる運
動を交えながら、楽しくお話ししていただきました。 

45名 

▲男女共同参画推進員の皆さんと 

▲千葉さんと一緒に皆さんで体操を 

▲千葉さんと参加者の皆さんで 


